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F(M)-a'(T-Tc)M2+b(T)M4+C(T)M6+- , a′,a(T),C(T)≧0 (1)
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図3:自由エネルギーの4次
係数の全エネルギー依存性｡
関数形としては､0,2,4次を
仮定した｡図中の分数の意味
は図2のものと同じ｡
底の形に変化していることが分かる｡ 図2､3は自由エネルギーの2,4次の係数の全エネルギー･
全自由度 (つまり熱浴の大きさ)依存性である｡係数の値は､関数形を0,2,4次の多項式であると
仮定して最小三乗法により計算した｡まず全自由度の依存性についてみれば､全自由度の増加と
ともに単調な変化を示しており､かつ熱力学的極限に向けて収束していくことが分かる｡ また全
エネルギー依存性から臨界エネルギーの付近で､2次の係数は0になり､4次の係数は正の一定値
をとることが分かる｡ これらの結果は､自由エネルギーを測る部分系の自由度Ⅳを変えても､最
小二乗法で仮定する関数形を0,2,6次であると仮定しても変わらなかった｡ただし､｢4次の係数
は正の一定値をとる｣という記述は､｢6次の係数は正の一定値をとる｣という記述に変わる.
まとめると次のようなことが分かった｡自由エネルギーは､力学的に計算しても式 (1)の形で
書ける｡ 特に､2次の係数は臨界エネルギーで0になり､その前後で符号を変える｡2次の次の
オーダーの項は､4次もしくは6次のどちらと仮定しても臨界点付近では正の-定借をとる｡こ
れにより､自由エネルギーを使った現象論による静的性質の議論が正当であることが､力学的に
検証された｡
また､動的性質を議論する【3】ために必要な自由エネルギーの形を具体的に求められたので､式
(2)はここで得られた自由エネルギーを用いて考えればよい｡ただし､2次の次のオーダーが何次
になるかは分からないので2次が消える臨界点直上は除かれる｡
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